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１　将来像

　　目指す将来像

　　実施計画

　・基本計画に基づき、毎年度、向こう３か年度分の
　　個々の施策についての具体的な事業計画を定める
　　もので、社会経済情勢の変化により見直し、市の
　　予算編成の指針とするもの。

　具体的な事業計画（向こう３か年度分）を、毎年度作成し、ローリングにより見直し

実
施
計
画

２　まちづくりの考え方

　　将来像を実現するために、市民、行政が共通認識すべき
　　まちづくりの基本的な考え方を示すもの。

３　まちづくりの目標

　・将来像の実現に向けた、施策の方向性を示すもの。
  ・各施策を体系的かつ効果的に展開するための指針とする
　　もの。

１　重点プロジェクト

　・何を重点的に推し進めていくかを別立てでわかりやす
　　く示すもの。

　・基本構想の実現に向け、最も重点的かつ優先的に実施
　　すべきテーマを重点施策として設定し、施策の考え方、
　　進め方、展開策を示す。

　・迅速かつ柔軟に行政課題に対応できるよう、施策体系
　　の枠組みにとらわれず、横断的に対処すべき取り組み
　　をまとめる。

地域資源を
みがき生かせる
魅力あるまち

みんなが交流して
地域が賑わう
活力あるまち

自ら輝きながら
次代の担い手を
応援するまち

郷土の恵みを
未来へ引き継ぐ
自然豊かなまち

みんなが安心して
暮らせる

笑顔あふれるまち

３　計画の推進

１　地域づくり活動
　　の促進と協働に
　　よるまちづくり
　　の推進

２　行政体制の充実
　　と健全な財政運営

３　広域連携の推進

（

仮
）
基
本
計
画

ILCの推進

東日本大震災
への対応

２　分野別計画

　・基本構想の実現に向け、分野ごとの現状把握と課題
　　認識をもとに、今後の具体的な施策の展開方法を
　　体系的に示す。

　　※基本構想に掲げるまちづくりの目標に合わせて
　　　グループ分けする。

【中東北の拠点都市の形成】
しごと：若者や女性が集うまち

＜産業振興と雇用の創出＞

【人材の育成】
ひと：子育てしやすいまち
＜子育て世代への支援＞

【時代にあった地域づくり】
まち：住みたい、住んでよかったまち

＜人口減少社会への対応＞

体系案

みつけよう育てよう　郷土の宝　いのち輝く一関

４　まちづくりの進め方

「郷土の宝物」
地域資源を活用しよう

「市民主体」
自ら考え共に行動しよう

「次世代人材支援」
郷土を誇りに思う

心を育てよう

「安全・安心」
みんなで支え合い
暮らしていこう

１　市民と行政の協働
  　のまちづくり

２　健全な行財政運営

３　広域連携の推進
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